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小
野　

潔

問　

雨
水
の
第
１
排
水
区
、
特
に

吉
川
駅
北
口
マ
ル
ヤ
周
辺
の
浸
水

被
害
対
策
を
市
で
は
ど
の
様
に
考

え
て
い
ま
す
か
。

答
都
市
建
設
部
長　

軽
減
を
図
る

為
に
は
３
万
㎥
の
雨
水
の
貯
水
が

必
要
で
、
保
、
保
第
二
、
関
の
各

公
園
の
地
下
に
貯
水
槽
を
建
設
す

る
か
、
駅
前
か
ら
川
藤
ま
で
木
売

り
落
と
し
を
２
．
６
ｍ
深
掘
り
す

る
二
案
が
あ
る
。

問　

多
額
な
予
算
が
い
る
。
現
在

公
明
党
で
提
案
し
て
い
る「
防
災
・

減
災
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
」
政
策
は

10
年
間
毎
年
10
兆
円
の
公
共
投
資

を
行
い
、
50
年
以
上
経
過
し
た
道

路
、
橋
等
を
建
替
え
る
防
災
、
景

気
対
策
で
す
。
市
で
も
要
望
等
を

す
べ
き
で
は
。

答
都
市
建
設
部
長　

財
源
確
保
の

為
そ
の
様
な
時
は
県
、
国
に
要
望

し
て
い
き
ま
す
。

◆
文
化
・
芸
術
の
推
進
を

問　

①
市
で
は
文
化
・
芸
術
等
に
貢

献
さ
れ
た
方
に
表
彰
条
例
に
基
づ
き

表
彰
を
行
っ
て
い
る
が
、
も
う
少
し

身
近
で
簡
易
的
な
表
彰
を
し
て
は
。

②
新
庁
舎
建
設
時
に
展
示
ス
ペ
ー

ス
、
展
示
備
品
の
確
保
を
。

答
教
育
部
長
・
総
務
部
長

①
文
化
連
盟
等
で
協
議
を
す
る
。

②
新
庁
舎
検
討
委
員
会
で
そ
の

様
な
意
見
が
出
さ
れ
れ
ば
、
基
本

構
想
に
入
れ
る
こ
と
を
含
め
検

討
す
る
。

◆
携
帯
型
熱
中
症
計
の
配
布
を

問　

①
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
に

携
帯
型
熱
中
症
計
を
配
布
し
て
は
。

②
熱
中
症
予
防
協
力
店
事
業
を
。

答
健
康
福
祉
部
長　

①
配
布
で
は

な
く
、
ま
ず
予
防
の
啓
発
を
行

う
。
②
商
工
会
と
連
携
し
て
検
討

す
る
。

小
林　

昭
子

問　

家
事
援
助
の
介
護
時
間
を
60

分
単
位
か
ら
45
分
等
に
短
縮
し

た
。
今
後
利
用
時
間
は
自
動
的
に

短
縮
さ
れ
る
の
か
。

答
市
長　

時
間
区
分
の
改
定
に
よ

り
自
動
的
に
短
縮
さ
れ
る
も
の
で

は
な
く
適
切
な
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
り
、
利

用
者
の
ニ
ー
ズ
に
基
づ
き
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
る
も
の
と
考
え
る
。

◆
吉
川
美
南
駅
か
ら
東
部
地
域
の

新
バ
ス
路
線
─
三
輪
野
江
地
区
に

も
走
行
を

答
政
策
室
長　

ル
ー
ト
変
更
は
利

用
状
況
、
市
民
ニ
ー
ズ
を
把
握
、

必
要
に
応
じ
て
変
更
し
て
い
く
。

◆
難
聴
福
祉
に
磁
気
ル
ー
プ
を

問　

老
人
性
難
聴
は
70
歳
以
上
の

半
数
と
推
定
。
バ
ス
内
、
ホ
ー

ル
、
窓
口
等
で
有
効
と
さ
れ
る
磁

気
ル
ー
プ
の
吉
川
市
で
の
導
入
検

討
を
。

答
健
康
福
祉
部
長　

補
聴
器
の
種

類
に
よ
っ
て
受
信
で
き
な
い
も
の

が
多
数
あ
る
の
で
導
入
は
し
な
い
。

◆
障
害
者
日
常
支
援
サ
ー
ビ
ス
の

移
動
支
援
充
実
を
求
め
る

答
健
康
福
祉
部
長　

障
害
者
の
権

利
と
し
て
、
国
会
に
上
が
る
前
の

障
害
者
制
度
改
革
推
進
委
員
会
の

総
合
福
祉
部
会
は
「
歩
く
こ
と
、

動
く
事
は
、
話
す
・
聞
く
・
見
る

と
同
様
の
権
利
だ
。
移
動
支
援
は

市
町
村
の
裁
量
に
基
づ
く
事
業
は

な
じ
ま
な
い
。」
と
結
論
。
国
は
３

年
後
を
め
ど
に
国
の
自
立
支
援
給

付
に
も
っ
て
い
く
と
し
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
形
に
な
れ
ば
障
害
の

程
度
や
区
分
で
制
限
さ
れ
る
の
は

少
な
く
な
る
と
期
待
し
て
い
る
。

遠
藤　

義
法

問　

市
の
公
共
施
設
や
橋
は
建
築

後
数
十
年
経
つ
も
の
も
多
く
、
維

持
補
修
を
計
画
的
に
実
施
す
る
こ

と
が
施
設
等
の
延
命
策
と
し
て
重

要
で
あ
る
。今
後
の
取
り
組
み
は
。

答
市
長　

施
設
な
ど
建
設
後
長

期
間
使
用
し
て
い
る
も
の
も
多

く
、
更
新
費
用
が
大
き
な
負
担
と

な
り
、
維
持
管
理
の
取
り
組
み
が

必
要
で
あ
る
。
今
年
度
か
ら
共

保
、
高
久
ポ
ン
プ
場
の
長
寿
命
化

計
画
を
策
定
し
、
施
設
改
修
を
実

施
す
る
。
他
に
つ
い
て
は
今
後
調

査
研
究
を
し
、
計
画
案
を
策
定
し

て
い
く
。

答
都
市
建
設
部
長　

市
内
に
は

１
７
８
の
橋
が
あ
り
、
平
成
25
年

度
以
降
修
繕
計
画
を
つ
く
り
国

の
補
助
を
受
け
て
補
修
し
て
い

き
た
い
。

◆
き
よ
み
野
地
内
の
大
型
車
通
行

対
策
は

問　

三
郷
吉
川
線
が
開
通
し
、
大

型
車
の
交
通
量
も
増
え
て
い
る
よ

う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
関
小
学
校

か
ら
以
北
の
三
郷
吉
川
線
が
拡
幅

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
き
よ

み
野
地
内
が
通
過
道
路
と
し
て
利

用
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

①
交
通
量
の
実
態
と
そ
の
対
策
は
。

②
三
郷
吉
川
線
の
延
伸
拡
幅
工
事

計
画
は
。
③
越
谷
吉
川
線
の
完
成

時
期
は
。

答
都
市
建
設
部
長　

６
月
７
日
、

お
あ
し
す
付
近
で
午
前
７
時
か
ら

午
後
７
時
ま
で
調
査
を
し
た
と
こ

ろ
、
小
型
車
４
千
１
９
４
台
、
大

型
車
２
９
１
台
で
し
た
。比
較
デ
ー

タ
ー
が
な
い
の
で
、
今
後
交
通
量

の
推
移
を
把
握
し
た
い
。
②
は
県

で
計
画
が
定
ま
っ
て
い
な
い
の
で

要
望
し
て
い
く
。
③
は
、
吉
川
橋
、

中
央
土
地
区
画
地
内
を
含
め
、
平

成
30
年
度
頃
完
成
と
予
想
さ
れ
る
。

第
一
排
水
区
の
水
害
対

策
を

介
護
保
険
改
定
─
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
の
家
事
援
助
時
間
短
縮
問
題

市
の
公
共
施
設
、
橋
梁

等
の
延
命
策
を

共保雨水ポンプ場




